式辞（森本校舎）

まだ寒さが残る中に、春の兆しを感じる今日の佳き日に、石川県立いしかわ特別支援学校第二十回卒業証書授与式を、こんなにもたくさんの皆様とともに、晴れやかに挙行できますことに、教職員一同この上ない喜びを感じております。

卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。皆さんが胸を張りきりりとした表情で入場する姿、卒業証書を受け取る素敵な態度、今こうして顔を上げて話を聞いているまなざし、感動しています。

保護者ならびにご家族の皆様、施設の皆様、お子様のご卒業、誠におめでとうございます。障害のある子供を産み育て、本校で学ぶことを選択された日から今日にいたるまで、お子様との様々な出来事がしみじみと思い出され、感慨もひとしおのことと思います。皆様の深い愛情と、これまでの並々ならぬご苦労に敬意を表すとともに、学校への多大なるご支援やご協力に深く感謝申し上げます。本当にありがとうございました。

また、本日ご多用の中、卒業生の門出のお祝いにご臨席賜りましたご来賓の皆様、日頃から温かいまなざしで見守りくださり、心温まる言葉をかけていただきましたこと、心より深くお礼申し上げます。

さて、小学部を卒業する皆さんは、この６年間で、たくさんのことを学び心も身体も大きくなりました。小学部の先生方は、皆さんが夢や願いを見つけるためのお手伝いをしてきました。中学部では、自分らしさに磨きをかけて、自分なりの夢や願いを育ててください。

中学部を卒業する皆さんは、多感な３年間の中で、いろいろな学習や経験をし、大きく成長することができました。仲間と協力すること、友達を思いやること、粘り強くものごとに取り組むことを学びました。高等部は３年間もあります。皆さん一人一人の願いや夢をゆっくりゆっくり育てることができる３年間です。高等部の先生方は、そんな皆さんを全力で応援してくれます。

高等部を卒業する皆さん。皆さんが一歩を踏み出す社会は、大きく変化しつつある社会です。答えのない問いにどう立ち向かうのかが問われる社会です。高等部の先生方は、皆さんに、自ら考え、いろいろな立場の人と協力し、答えを生み出す力を身に付けてくれました。

皆さんは、社会を変える大きな力をもっています。皆さん一人一人が共生社会を実現するための光となるのです。さあ、社会に出て、その力を思う存分発揮してください。
卒業生の皆さんがこれからの道のりを、社会を照らす光を放ちながら一歩ずつ歩まれることを祈念して式辞とします。

君たちは、平成十八年、本校の開校と当時に始まった物語の第１章を、二十年目にして完結さてくれました。ありがとう。この物語の第２章は、在校生の皆さんに委ねます。

令和八年三月十三日
石川県立いしかわ特別支援学校長
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